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１. 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 
  売上高（またはこれに相当する事項）の会計処理の方法の   

最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無  ：  無 

 

 
２. 平成 16 年 3 月期第 3 四半期業績の概況（平成 15 年 4 月１日～平成 15 年 12 月 31 日） 
 
(1) 連結経営成績の進捗状況                (注)百万円未満は切捨表示 
 

売上高 経常利益 

 百万円 百万円 

平成 16 年 3 月期第 3 四半期 333,998 4,241 

（参 考）平成 15 年 3 月期 113,038 1,128 

（注）1.上記数値は当該四半期までの累計値です。 

2.当社は平成 15 年 1 月 31 日に設立されたため、前年同四半期の実績はありません。 

3.(参考）として記載した平成 15 年 3 月期の経営成績は平成 15 年 1 月 1 日から 3 月

31 日までの 3 ヵ月間の数値です。 

 

【連結経営成績の進捗状況に関する定性的情報等】 

当第 3 四半期における我が国経済は、株式市況の好転、設備投資の持ち直し等、一部に回復

の兆しが見られたものの、デフレの長期化、雇用情勢や個人消費の低迷等により引き続き厳し

い状況で推移しました｡ 
 

世界の石油需給動向につきましては、需要期であることに加え、厳冬への懸念、イラクの石

油輸出回復の遅れ、米国における原油在庫の低水準等により、原油価格は当社の想定を上回

る水準で推移しました。 
 

このような環境の下、上流部門においては、米国天然ガス価格が引き続き堅調に推移したこ

と、また、下流部門においては暖冬による灯油の販売の減少を揮発油および電力向け C 重油
販売の増加が補ったこと等から、連結売上高は 3,339 億 98 百万円、連結経常利益は 42 億 41

百万円となりました。 
 

 

(2) 当該四半期において企業集団の財政状態および経営成績に重要な影響を与えた事象 

該当する事項はありません。 
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３. 平成 16 年 3 月期の連結業績予想（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） 
 
当期の業績予想は、概ね計画通りに推移しており、平成 16 年 3 月期中間決算発表時の業

績予想を修正しておりません。 
 

 売上高 経常利益 当期純利益 
一株あたり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円   銭 

通  期 424,000 5,700 3,700 55  10 

（参考）＊ 433,340 47,277 1,298 19    15 

＊ 当該数値は、平成 16 年 3 月期連結業績予想と比較可能な経営統合前の当社グループの業績

規模の参考値を示すため、アラビア石油㈱の平成 14 年 1 月 1 日～平成 14 年 12 月 31 日の連

結会計年度の連結財務諸表と富士石油㈱の平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日の連結

会計年度の連結財務諸表を結合し、作成したものであります。なお、結合にあたっては、結

合会社相互間の取引高については消去しておりますが、内部利益の消去については金額が僅

少であるため行っておりません。また、両社の決算期の違いの調整は行っておりません。一

株あたり当期純利益は、結合によって作成した数値を当社の平成 15 年 3 月期の期中平均株

式数（潜在株式なし）で除した数値であります。 
なお、経常利益の数値が著しく減少している理由は、アラビア石油㈱の事業形態がクウェイ

ト国との利権協定に基づくものから、同国との新契約（技術サービス契約、原油売買契約、

融資契約）に基づくものに移行したためであります。 
 
（注）上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。    
実際の業績は様々な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

 
 

 
以上 

 


